
海 外 だ よ り

中嶋 rcah Tid-ge)より阿部 (物性af･･)へ

原調に旅行を終え.ケンプクツ汐に落着きましたが.何しろ冬のような冷たい

風に震え上っていますO到着の日には雪も降 りましたO目下は志水正男氏と同

じ室で.日本語で物理やその他の話をしている状態です｡

Heineは秋からシカゴへ Thollless!･まバー ミンガムへ行くとかで･ ここ

の固体関係の大学院の学生の行先を案じており,私が到着すると､早送dis一 着･.

cussionを申入れてきたのがふたり唐ますOこれでは日本に居た時と似たよ

うなことで､いささかガツカ 9ですo

NozligresとXadanoffは今年の始めから滞在していますoNozi昌res

は愛想のよい人ですが.まだ物理EICついては話し合っていませんO ぬ danoff･

はむこうから乗込んできて.electron-phonorlはどうだとか.Xond〇･

もheoryはその後 どう発展しているとか･Ta.INbの け ネルはどうせ

-And･ersonが考えているそうだから.考えるのはやめた方がよいとか. Uヤベ

9まくっていました｡小柄でエネノ㌣ギツVユで∴パイプをくわえて.いつも鼻

で息づいてい'る男ですOこのCavendishでノ-ネクタイ .アメ ジカン語をま

くしたてる唯ひとりの男｡但し仲々exciteさせられますO

今日 (21)はMotも先生がIiqllidHgの話をしましたo SolidHgの

Fefmi面の面琴 Ssohdは2個の freeelec七r｡IIV左IueSfより小さく･

f… Ssolid/sf～～ ,1/4 ,こういう金属がIiquidになった時にはt

ZiJ汲nの nearly fre?の考えよりも.lquasi_crystallinemodelの方

了がよい.というideaと思いますo crysもalliも.e の方向がrandomであると

牢だ･たまた草その方向にSP｡verlapが起っているような cfysもalliteの

中で.波動函数の振巾が大きくfj:り.久保q)式によると~. この部分が. con†

ductivi･tyに大 きく･.conductivity q∝ e2sfFeeC･f,fを考えないでt0 (⊃

observed Cから e_㌻ 7A となるが･ f- i/4を代入すれば.2-28A
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mean freepathがこのように長いから Ha11 effectは. 2free

electronsperaもomに近くなるo 革ダーInalloyにすると､ fは大き

くな-i)て Oが増すcLかし. Inの SCaももeri‡ユgPOWerが大きいためCは小

さくなり.Halleffectは free electronよりズレル e七C.

どうもわか りに くい説明ですが,Motも先生の話そのものが､inも11itiveで

Kubo formulaで計算すると云いながら黒板に書いたのは-Jl…
というような少の想像図だけですoHeineと Faberが色々と文句を?ガ て

いました ｡

来週はHerring,Cohe工ユがやってきて.Cohenは列のXのOP揖calab一

声OrPもionの話をする筈o Shoenbergの話では,あの実験に疑問があるの

ではないかということですoさてどうなりますか｡ Herringが itinerant

electronの Exchangeについて長いReviewrpreprintで 350頁)杏

書きました.Mottに頼まれて読んでいますが.Wa七abe君の仕事を批判して

いる所など仲々面白いO

で は ま た｡ 21/April/J65 記 .

今, ここには固有のスタッフであるHeine,Thbuless,それか らMond

Lab.の Pippard,Shoenberg,Faberのほかに.Herring,班.H.

cohen,Nozi占res,Kadanoff,Garlande七C二が滞在中で､まあにぎや

かです｡

Kadanoffが､二次元 Isingの Onsagerの SOlution を thermal

Green関数の形に書き. coTrelaもion fun C七ionを計算していますO

1

< lJij･-<o>][惣 一< q>〕> - ET f>< (ER),T>< Tc

R- 〔(i-Ⅹ)2+(3･-2)2〕*2distancebe加een(ij)and(Ⅹe)

8- 4-1Ⅹ- EcZ E - 0, ER finite

f< 図 - 蛋 (2笹 ∴ f,珂-二差 2号 ･

彼によると.バクレンスキ-の理論の次元解析の部分は..多分まちがっているだ
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ろうや Zの tempera七uredependenceは当然 Pad昌 と一致すべきだと言っ

ておりました｡

先週Cohenが例のEのanOmalousopticalproperもyの話をし.前の

自分の話はNakaji皿aの言い通りマチガイであり.Overhauserもタメ ,新

しい説明として. これはme七astableexcitonだというのです｡詳しい計算

はないようですが (不可能 ?).理由は･Na･EfGsではrsが相当大 きいの

で.electrorl-holeが exciton typeの boundstateを作ってもよい

のではないかというのです0 8/may/′65. 記

1

〔注〕 f>(I)の分母は多分 (打Ⅹ)4 であると思いますOそうでないとT-惣 一1

でcorrelaもion functionが R一首 に比例するという厳密解と一致しま

せん｡ (阿 部)

ひ ろ ば

北京シンポジウム 物理夏の学校について

物性 若 手 グループ有 志

(東北大学物性若手)

1966年夏､アi>ア ,アフリカ ,ラテンアメ リカ ,大洋州の物理学の分野

の若い人々が中心になって,中国の何処かで夏の学校を開くための準備が現在

進められております0 1964年.北京科学シンポi>クムが開かれたことは.

御存知や方も多隼卓思し｢ますが..閉会後に各国ぬ若い研究者 ,学生のための物

_∴琴夏の学校を開くことが決められまし考O 日本では･北京 VンボL>クム物理実

行委員会から.若手に対して呼びかけが出されましたO畢達は.この呼びかけ

周賛し.これに応じた次廃です0
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